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 論文内容の要旨

 第i章序論

、近年の社会
徴萱ユーザー
一.されてい

怨して行う自

、音声認識の

 声認識の精度改善への取り組みを行うものである。

その1つは,発

された音声に

さは音素の持

けでなく,発

耀,あまり強

音声をモデル

麟この問題に

『.とを目的

に対する対処

の違いなど多

嶺然発話音声

になる。この

とがある。そ

懸っていた。

続時間予測法

で,自然発話音声の高精度な認識を行うことをもう
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第2章マルチパス翼MMによる自然発話音声モデル化法

自然発話音声で

 た。そこで本章では,音素

本論文では,自

法で問題とされ

る最適な持続
デルと長時間

サンプル決定す

 ルスターモデル選択法を提案した。

オールスター

する。次に学習

る音素につい

 選択された音素モデルを集めること

ここで,いくつ

パスHMMを学習

に妥当な分割
 呼ぶ。なお本論文では,評価値として

一方,オールス

デルを選択す

して最ゆうと

が選択されて

学習すること

デルを学習し

得られた。ま

 0.8%の音素認識精度の改善傾向が得られた。

 第3章反復による分割しきい値決定の高精度化

本章では,前章

決定できると

響は避けられ

オールスター

オールスター

法の検討を行

に最適値に近

考えに基づく

オールスター

 ある。

ATR多数話者音

6回の繰り返し

来
,
ま
。
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 従来。

 ご異な

響善

 ごオ囎聲学習
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 独立に羅
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 周の影灘

 そこで轟 き
萎

 て再度1 ヨ
き

 得る方il・ .馨

 1か+分…1 ン
き

 渇との…l i
萎

 ,て再び…嚢 

 方法で/ 

 驕果,il 

 結果は,箋

蓮
 .馨
き

 …
嚢 獲
羅
購

, 灘

 とにモ

 ルに対

 きい値

 ルを再

 音響モ

 改善が

従来の全音素

 れ,本提案法の有効性が確かめられた。

また,日本語
iパスのHMM

マルチパスHMMを学習

 第4章音素持続時間のモデルを篤いた認識高精度化

自然発話音声

る。本論文で

間が本来の長

ルとして,音

その目的の

うことにより

ことが多い。

多いため,認

パラメータ

の平均を行う

局所平均母音

持続時間と局所平均母音長の2次元正規分布としてモ

一方,音素の

木構造クラス

じめ用意した
タリングによ

対して,対数

れたサンプル

M6種類の質

 と,音響的特徴と発話速度の言語的

提案した持続

は安定した予
・持続時間スコアを使用することで有意に認

また,第3章で求めたマ

 繁昌章.結論

本論文では,

徴が異なると

2つの問題に

分割しきい値
の決定法の提

た持続時間分

考慮することにより,音声認識の性能を改善が

 一69一

饗
顎
趣
雛
鰻
鍬
馨
岸



 論文審査結果の要旨

近年,音声認識

話音声に変わっ

困難であるとい

つきが大きく,

自然発話音声の

認識方式を改良

 全編5章からなる.

 第1章は序論である.

第2章では,発声

しいアルゴリズ

並列に結合す

選択すること

 での発声速度による特徴変動

第3章では,第

法によリモデ

た音素猛醐お

 素H翻の高精度化手法として高く評価できる.

第婆章では,音

を提案してい

音素や言語情
認識システムか

従来法に比べて

 重要な成果である.

 第5章は結論である.

以上要するに本

して認識精度の

 ころが少なくない.

よって,本論文は博士(情報科学)の学位論文
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